
集　会　宣　言
昨年の３月１１日、巨大地震と津波によって、東京電力福島第一原子力発電所１～３号機の原子炉内の核燃料が炉心溶融（メルトダウン）を起こしました。その為に７７万テラベクレルという大量の放射性物質を放出し、最悪の事態となりました。十数万人という人々が住みなれた故郷を離れて避難生活を余儀なくされています。また放射性物質を日本列島全体に拡散し、内部被曝の脅威を全国に広げています。しかも、今なお、毎時一千万ベクレルの放射性物質が放出され危機的な事態が継続しています。

伊方原発の間近には、世界最大クラスの中央構造線活断層帯がある上、東海・東南海・南海・日向灘・海溝部の連動地震などにより、いつ巨大地震に見舞われるか分かりません。また、地滑りを起こしやすい三波川（さんばがわ）破砕帯に立地していることも忘れてはなりません。１号機は３４年が、２号機は３０年が経過します。中性子線による金属のもろさが進行しており、さらに、３号機はプルトニウムを大量に含むＭＯＸ燃料を使用しています。

福島原発の過酷事故を体験しながら、また、原発の危険性を認識しながら、未だに、原発の稼働を推進しようとする動きがあります。四国電力は３号機についてストレステストの１次評価結果を提出し、原子力安全・保安院は「妥当」との審査書案を有識者会議に示しました。
そもそも、福島の事故を止められなかった原子力安全・保安院が、責任も事故原因も明らかにしないまま、原発「再稼働」に向けゴーサインを出すことなど許されません。
原発は平常運転の時も微量とは言え放射能を出し続けています。労働者や周辺住民の被曝に目をつむることは出来ません。放射性廃棄物や使用済み核燃料も半永久的に管理し続けなければなりませんが、その処分方法も未解決です。私たちの選択肢は原発をとめるほかありません。
国及び四国電力は伊方原発を再稼働しないで下さい。愛媛県知事・伊方町長は再稼働に同意しないで下さい。周辺市町は伊方原発の再稼働を認めない意思表示をして下さい。

私たちが安心して住めるようにして下さい。
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伊方原発をとめる３・１１集会

